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未就学児 を持つ看護 師の子育 て支援 の現状 と満足度




本研究は、未就学児を持つ看護師のワークライフバ ランス(以 下、WLB:Work Life Balance)実現のため






現不可」群 より 「WLB実現」群で高かった。また、「仕事＞生活」層と 「仕事 ＜生活」層について分析 した結
果、子育て支援の利用状況、職場環境に関する要因に違いがみられた。仕事 と育児の両立という観点か らWLB




















































































きている」 と 「まあまあ実現できている」を 「WLB実
現」群、「あまり実現できていない」 と 「まったく実現










ている」と 「どちらかといえば満足 している」と回答 し
たものを 「満足」、「あまり満足 していない」と 「満足 し
ていない」と回答 したものを 「不満足」とし、職場環境
については 「あてはまる」と 「ややあてはまる」と回答
したものを 「該当」 とし、「あまりあてはまらない」 と
「あてはまらない」 と回答 したものを 「非該当」 とした。
WLB重点 については 「かなり仕事に重点がある」 と
「やや仕事に重点がある」 と回答 したものを 「仕事 ＞生
活」 とし、「仕事と生活の比重は同じくらい」 と回答 し
たものを 「仕事=生 活」とし、「やや生活に重点がある」
と 「かなり生活に重点がある」と回答 したものを 「仕事
＜生活」 とし、3区 分に分類 した。そ して、WLB重点
の3分 類か ら 「仕事＞生活」層と 「仕事＜生活」層を抽
出 し、それぞれの層において 「WLB実現」群 と 「WLB
実現不可」群で、子育て支援の利用状況ならびに職場
環境の各項目に違いがないか、同様に分析 した。














706人か ら回答 を得 た(回 収率88.1%,有効回答率88.1
%)。対象者 の平均年 齢 は34.0歳、子 ど もの平均年齢 は
2.0歳であ った(表1)。 全体で は、夜勤 「有」 の回答が
421人(65.9%)であ り、WLB重 点 につ いては 「仕事 ＞
生活」が371人(53.5%)、「仕事=生 活」が173人(24.9%)、
「仕事 ＜生活」が150人(21.6%)であ った。
「WLB実 現」 群 と 「WLB実現不 可」 群 で有意 な差
がみ られた項 目は、夜勤、配偶者、WLB重 点 であ った。
配偶者 「有」 は、 「WLB実現不可」群 よ り 「WLB実現」
群 で有意 に多か ったが、 夜勤 「有」 とWLB重 点 「仕事
＞生活」 は、 「WLB実現 」群 よ り 「WLB実現不可」群
で有意 に多か った。
(2)子育 て支援 の利 用状 況 と満足度
対象者全体 でみた場合 、子 育て支援利 用の有無につい
て 「WLB実現」 群 と 「WLB実現 不可」 群 で有意 な差
がみ られた もの は、仕事量 の軽 減、休暇取 得時の配慮で
あ り、 いず れ も 「有」 の回答が 「WLB実現不可」群 よ
り 「WLB実現」群 で多 く(表2)、 仕事量の軽減OR:
2.43(95%CI:1.77-3.35)、休 暇取 得時 の配 慮2.13(1.
54-2.96)であ った(表3)。 子育 て支援利 用時 の満 足
度 については、育 児休 暇、 出退勤 の柔軟化、仕事量 の軽
減、夜勤業務 の配慮、休暇取得時の配慮において、いず
れ も 「WLB実 現不可 」群 よ り 「WLB実現」 群で満 足
度が有意 に高 く、育児休暇2.76(1.61-4.76)、出退勤の
柔軟化4.19(2.32-7.59)、仕事量の軽減5.20(2.63-10.
30)、夜勤業 務の配慮2.51(1.41-4.47)、休 暇取得 時の
配慮3.50(1.70-7.23)であった。
「仕事 ＞生活」 層で は、子 育て支援利 用の有無につい
ては、仕事量 の軽 減、休 暇取得 時の配 慮において、いず
れ も 「有」 の回答 が 「WLB実現 不可」 群 よ り 「WLB
実 現」群 で有意 に多 く、仕事量 の軽減OR:2.81(95%
CI:1.74-4.53)、休 暇取得 時の配慮2.40(1.48-3.90)
であ った。 子育て支援利用時の満足度について は、育児
休暇、 出退勤の柔軟化、仕事量 の軽減、夜勤業務の配慮、
休 暇取得 時の配慮 において、 いずれ も 「WLB実現不可」
群 よ り 「WLB実現」群 で満足度 が有意 に高 く、育 児休
暇3.11(1.38-6.99)、出退勤 の柔軟化3.98(1.77-8.95)、
仕事量 の軽減8.93(2.75-29.04)、夜勤 業務 の配慮2.89
(1.17-7.11)、休 暇取得 時の配慮3.76(1.36-10.42)で
あ った。一方 、「仕事 ＜生活」 層 の場合 、子育 て支援 利
用 の有無 お よ び満足 度 につ いて は 「WLB実 現 」 群 と




多い、仕事の代替不可、周 りの人が残業 して帰 りにくい、
に関す る項 目は 「WLB実現」 群 よ り 「WLB実現不可」
群で該当割合が高 く、仕事の手順を 自分で決め られ る、
困 った時 は助 け合 う雰囲気が ある、 とい う項 目は 「WL
B実 現不可」群 よ り 「WLB実現」群で該 当割合が高か っ
た(表4)。 これ らすべ ての項 目において 「WLB実現」
群 と 「WLB実現不可」群 で有意 な差 がみ られ、仕事 の
量が多 いOR:0.31(95%CI:0.20-0.48)、仕事上 の責
任 が大 きい0.54(0.36-0.82)、雑用 の仕事 が多 い0.41
(0.29-0.57)、仕事 の代替不 可0.55(0.38-0.80)、周 り
の人が残業 して帰 りに くい0.54(0.39-0.75)、仕事の手
順を 自分で決 め られ る1.42(1.01-2.05)、困 った時 は助
け合 う雰囲気があ る1.96(1.11-3.45)であった(表5)。
「仕事 ＞生活」 層で は、 「WLB実現」 群 と 「WLB実
現不可」群で有意な差がみ られた項 目は、仕事の量が多
いOR:0.30(95%CI:0.14-0.63)、雑用 の仕事 が多 い
0.43(0.27-0.70)、周 りの人が残業 して帰 りに くい0.50
(0.31-0.80)であ り、 いず れ も 「WLB実 現 」 群 よ り
「WLB実現 不可」 群 で該 当割 合 が高か った。 一方 「仕
事 ＜生活」 層の場合、 「WLB実現」 群 と 「WLB実現不
可」群で有意 な差がみ られ た項 目の うち、仕事の量が多
い0.23(0.09-0.58)は「WLB実現」群 よ り 「WLB実
現不可」群で該当割合が高 く、仕事の手順を 自分で決 め
られ る2.12(1.16-4.68)、困 った時は助 け合 う雰囲気が
あ る3.69(1.25-10.90)は「WLB実 現 不可 」 群 よ り






































2007年度か ら進め られてきた 「看護職の多様な勤務形態
による就業促進事業」によって多様な勤務形態を導入す
る施設が増え1)、働 く時間を選ぶことができる就労環境









べてWLB実 現の度合 いが2.4倍に高 まる可能性が示唆
された。また、この支援を利用 した場合の満足度が高い
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Current situation of childcare supports and satisfaction 
              among nurses with preschool-aged children 
                 Takami  Ayana1), Sayuri  Kaneko 2) 
               1) Nagoya University Hospital 
 2) Nagoya City University School of Nursing
                                      Abstract 
   To develop measures that help nurses with preschool-aged children to manage their work-life bal-
ance (WLB), 801 nurses working at 23 hospitals were issued an anonymous questionnaire survey on the 
utilization of and satisfaction with existing childcare supports and on whether WLB was achieved. 
This study was performed to reveal differences in work environments or utilization of childcare sup-
ports between nurses who did or did not report achieving WLB, using logistic regression analysis. 
Compared with the no-WLB group, nurses in the WLB group took advantage of childcare supports, 
and there was a significant difference in nurses' usage of workload reduction and vacation arrange-
ments. In addition, nurses in the WLB group were more satisfied with childcare supports than those 
in the non-WLB group, with a significant difference in satisfaction with child-rearing leave, flexible at-
tendance and leave time, workload reduction, and night shift and vacation arrangements. Furthermore, 
a comparison between nurses who placed more emphasis on work and those who placed more emphasis 
on personal life revealed differences in childcare support utilization and work environment factors. The 
findings of this study suggest that nurses currently raising children take different strategies, such as 
how to improve their work environment or make working arrangements, to achieve WLB depending on 
how they prefer to work and whether they focus more on work or personal life. 
Key Words: preschool-aged  children,  nurses, childcare  support, work-life balance (WLB)
